














な政治形態が出現した画期として評価する。第二は、美術史からのアプローチである。④は後白河院 宝蔵絵（絵巻コレクション）の一つとして、古くから評価され、研究が進めら てきた。近年は、黒田泰三や黒田日出男 ど
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これは、承平元（九三四）年九月四日に、重明親王のもとを訪ねた参議藤原実頼が、父親である忠平から聞いた古事（傍線部⑥）として、語ったことを重明親王が記した のである。それによれば、文徳天皇の皇位継承計画は、まだ幼い皇太子惟仁親王を飛ばして最愛の息子である惟喬 に皇位 譲ろうというものであった。もちろん、皇太子が成人するまでという期限付きではあるが、文徳は何としても惟喬に譲位し と考えていたらしい（傍線部①）。だ 、先太政大臣であった藤原良房 皇太子惟仁の祖父であり、朝廷の重臣であったために、文徳天皇は憧って実行に移せな でいた。天文に通じてい 藤原三 は「文徳天皇の意志は遂げられない」といったものの、良房は外孫惟仁の行く末に不安を覚えずにはいられなかった。
文徳天皇は、歓談した源信に惟喬立太子を命ずるが、信は道理を説いて不服従だった（傍線部②）。文徳は不満
に思ったが、そのまま数年後に亡くなった。こうして、皇太子惟仁が即位して清和天皇となった。数年後、応天門が炎上した際に 右大臣藤原良相と大納言伴善男は共謀し 左大臣であった源信を陥れようと（傍線部③）、近衛中将と参議を兼務していた 基経 源信の召喚を命じ 。しか 、基経は機転を利かせて、父である藤原良房に、「職曹司」にて（傍線部④）事態を報告することに成功する。良房は清和天皇に 源信 「陛下大功之臣」（傍
知之欺。」良相大臣云「太政大臣偏信二佛法｜、必不レ知二行如レ此事一・」中將則知下太政大臣不二預知一之由上報云、
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た役所のことであり、当該期 はその両者が置かれていなかったこ を考え合わせると 皇太后宮職であったこと
〈鈍）































































が大きく変化したのである。それだけではない。明子 内裏復帰 よって、新たな清和の妃選びが行われた結果、高子 入内する運びと ろう。高子 、良房の兄長良の娘で 兄の基経と共に良房 養子とな い
（”）
た。年頃には五条にあっ 藤原順子のもとにおかれていた しいが、その後移されている。順子は仁明天皇の女御で、高子にとっては父方の伯母に当 「伊勢物語」に「（前略）ほかにかくれたり。あり所は聞けど 人のいき通ふべき所にもあらざり」とみえ、人の行ける場所でなかったという は、おそらく後段に「 と 女御の御も
（銘〉








































当該者の子孫たちがどのようにこの事件を記憶し、語り継いでいたか知ることができた。良相と伴善男の結託による源信の追い落とし陰謀や、良相と良房・基経父子との間に横たわる溝、さらに、良房と清和天皇が源信の窮地を救った理由など、正史である「三代実録」には記録されていない、或 はできなかった事件の一端を知ることができよう。記録されなかった事実 、人々の脳裏に記憶として伝えられて く様相を『吏部王記」逸文から看取できヲ（や０
（二）「伴大納言絵巻」と「宇治拾遺物語」今日、東京の出光美術館が所蔵する国宝「伴大納言絵巻」は、十二世紀後半に、後白河院の周辺で作成されたと
推定されている。いわゆる後白河院 絵巻コレクション「宝蔵絵 の傑作の一つに数えられて る。宝蔵とは、平清盛が造営・寄贈した蓮華王院の一角にあった宝蔵のことで、ここには「源氏物語絵巻」「鳥獣人物戯画」「信貴山縁起絵巻』「年中行事絵巻』悪獄草子」など多種多様なモチーフを扱った優れた絵巻が収集、製作・所蔵されてい』「年中行たことが知られる。
「伴大納言絵巻」は現存は三巻（上・中・下）であるが、これは十七世紀に大老であった酒井忠勝によって切断・


























































































①左の大臣は、すぐしたる事もなきに、かゞるよこざまの罪にあたるを、おぼしなげきて、日の装束して、庭せまうでければ、いそぎ罪せらる魯使ぞと心得て、ひと家なきのば、又、よろこび泣きおびた しかりけり。ゆるされ給 けれど、る、者有。あやしくて見れば伴大納言也。次に子なる人おる。又つぎに 雑色とよ清と云者おる。何わざして、おる魁にか らんと、露心も得でみるに、この三人おりはつ ま勘に、走ることかぎりなし。南の朱雀門ざまに走ていぬれば此舍人も家ざまに行程に 二條堀川のほど行に、「大内のかた 火あり」とて、大路 域しる。みかへりてみ 、内裏の方とみゆ。走り歸たれば、應天門のなからばかり 燃えたるな けり こありつ 人どもは この火つくる て のぼりた けるなりと心得てあれども、人のきはめたる大事なれば、あへて口より外にいださず。その後、左の大臣のし給へ 事とて 「罪かうぶり給くし」といひの、しる。あはれ、したる人のある のを いみじきことかなと思へど、いひ だすべき事ならねば、いとほし 思 ありくに、「大臣ゆ されぬ」と聞けば、罪な は遂にのがる ものなりけ なん思け 。にあらどもをしき 、いでて、天道にうたへ申給けるに、②ゆる 給ふ御使に、頭中將、馬にのりながら、は慾し に、ゆるし給よしおほせかけて蹄ぬれ
此ことは、過にし秋の比、右兵衞の舎人なるもの、東の七條に住けるが、っかさに参りて、夜更て、家に歸
るとて、應天門 前を通りけるに、人のけはひ ささめ 廊 腋 かくれ立て見 ば、桂よりか、ぐりお
かくて九月斗になりぬ。か、る程に、伴大納言の出納の家の幼き子と、舎人が小童といさかひをして、出納








絵巻の詞書には見られない。この頭中将とは、藤原基経を指すとみられる。「三代実録」の源信伝には、「差勅遣参議右大弁大枝朝臣音人。左中弁藤原朝臣家宗等。前後慰諭。」とあり、勅使は基経と別人で 大枝音人と藤原家宗だったとする。基経は『宇治拾遺物語』では、この赦免使として華々しく登場す が、前述した「吏部王記 逸文では、上段部分に相当する場面で、隠居している良房に源信が証告されたことを告げる重要な人物として記憶され、‐ている。
無罪放免となった左大臣源信は、














とみえる。また源信伝では、「貞観六年冬先是。大納言伴宿祢善男与大臣相杵。漸積嫌隙」として、これ以前にも両者の確執がいくつもの事件を生ん いたことを明記している。両者とも、明らかに源信と伴善男の政治的対立が原因であったことを記している。しか 、伴善男の計画は上手くいかず 「かへりてわが身罪せられけん」（傍線部③）と、自らの足元をすくわれ 結果になった。最後の詞書「いかにくやし りけん」（傍線部④）は意味深な言葉である。何に対して「くやしかりけん」としているのだろうか 伴善男の、自分の愚かな行動 対してだろうか。それとも、後日怨霊になったとさ 善男が自分を陥れた人々に対してであろう 。前者であれば、源信の権勢失墜と政界からの左遷を企てて証告したものの、まわりまわって自分が罪人として都を追われるよう なった善男の口惜しさととることができ 後者とすれば、踊らされた挙句に 滅 ることになった善男を憐み、同情を寄せる十二世紀の人々の嘆き 受け取ること できる。いずれにせよ、この言葉は時の文であり、当時 人々の認識や感情を表している は間違いない。
絵巻は、前の簾を垂らして後を巻き上げられた八葉車に、罪人として後ろ向きに座らされる善男が検非違使に連
行されて行く場面で終わっている。
「絵巻」と聿治拾遺物語」 考察 きたが、これ は当時の記憶’十二世紀の京周辺の人々の記憶ｌを伝え
28
応天門の変と「伴大納言絵巻」 ～記録と記憶の間～





















































（Ⅳ）積善という言葉は「易経 に「穣善之家必有余慶 祇不善之家必有余残」とみえる。「貞慧伝」 は「積善余慶」 「武智麻呂伝」
には「祇善之後、余慶篭郁」とあり、藤原氏が自らの家を積善と意識していたことがわかる。さらに正倉院宝物の中に光明皇后の錐によると伝えられる「杜家立成雑普要略」の捺印 「積善藤家」がある。「易経」の「欲不全之家」が〃ここで言う「薇
（肥）「同」貞観十年十二月二十八日条。源信は清和皇太子時の「皇太子傳」であった。（岨）「同」貞観八年九月 二日条。夏井 善岑の第三子で、小野篁に師事して書を学んだ。地方官 しても善政を敷き、領民から慕




























の行幸がみえ、桜花を観じながら百花亭にて詩賦や競射、音楽の宴が催された様相が知られ 良相第への行幸が華々しかった様相は、「伊勢物語」七八段の三条の大御幸のくだりから伺える。また 「同」七七段・春の別れには文徳女御であった良相の娘多賀幾子の安祥寺での法要の様子 うかがえるｃ多賀幾子が没したのは、天安二（八五八）年二月のことであるが、その段 登場人物である藤原常行が右大将なったのは貞観八年一二月であり、在原業平が右馬頭になったのは貞観七年のことだから、こ 法要は応天門の変後のことになるか。供物が山のように積まれたみ 、変後でもそれだけの権勢があ となると、変前はかなり隆盛を極めていたと思われる。七八段山科の宮でも前半は、多賀幾子の安祥寺での七七斎の話である。後半は西京三条にあった良相第への清和天皇の行幸 様子がう がえる。そ 後、「三代実録」同年閏三月丙午朔条には、良房の東京染殿第への行幸がみえ、様々な催しが一行を歓迎したことが知 れる。こ ように太政大臣良房と右大臣良相は権勢を競い合っており、清和天皇はバランス とるか ように双方の臣下第への行幸を行っ い 。なお 「伊勢物語」は新編古典文学全集本（福井貞助校訂・小学館．一九九四年）による。応天門 変直前は、良相 全盛期 あたる。
（躯）「伊勢物語」三段ひじき藻、四段西の対、五段関守、六段芥川に見える「懸想じける女」「東の五条に、大后の宮おはしましけ










岡村幸子「職御曹司について」（「日本歴史」五八二一九九六年）、吉川直司「摂関政治の転成」（「律令官僚制の研究」所収、塙書房一九九八年）。吉川氏はキサキや臣下の内裏直臆の成立に摂関政治の成立が関連することに着目した。母后に関する研究は女性史研究の進展に伴い近年成果が蓄積されている。本稿に直接関連するものとして、西野悠紀子「母后と皇后’九世紀を中心に」（前近代女性史研究会「家・社会・女性～古代から中世へ」吉川弘文館一九九七年） 同 九世紀の天皇と 」（「古代史研究」一六一九九九年）。服藤早苗「王権と国母ｌ王朝国家の政治と性ｌ」（「民衆史研究」五六一九九八年）、同「九世紀の天皇と国母ｌ女帝から国母へ」（「物語研究」三二○○三年）。末松剛「即位式における摂関と母后の登壇」（「日本史研究」四四七一九九九年）。東海林亜矢子「母后の内裏居住と 権」（「お茶の水史学」四八二○○四年）。仁藤敦史「太上 制の展開」二 王権と官僚制」臨川書店二○○○年初出一九九六年）東海林亜矢子前掲注 拠）論文。「伊勢物語」四段西の対。ｍ「同」六段関守。「大日本史料」「大日本史料「大日本史料」「大日本史料」
宇多ｌ醍醐１重明親王
一一一一
’ ’ ’ ’
六六六六
承平元年七月十九日条。仁和寺御室にて六十五歳で没した。同年九月六日条。延長八 二十九日条。同年九月二十二日・二十五日条。
実頼 朱雀村上
36
応天門の変と「伴大納言絵巻」 ～記録と記憶の間～
（蝿）黒田泰三ほか前掲注（３）著書。黒田泰三は早くから伴大納言絵巻に注目し、「伴大納言絵巻」（小学館ギャラリー新編名宝
日本の美術一二、一九九一年）などで自説をまとめられている。
（“）現存する各巻の紙数は以下のとおりである。（上巻）第１～賜紙（中巻）第１～賜紙（下巻）第１～略紙（妬）著名な説を整理すると次のようになろう。（妬）藤原良房は冬嗣の次男、良相は五男で、共に母は藤原美都子の同母兄弟。（仰）当時近衛中将は、右近衛府が藤原常行 左近衛府が藤原基経であった（娼）「三代実録」貞観十年閏十二月二十八日条、「公卿補任」貞観十年条。（⑲）拙著 平安初期の王椎と官僚制」（吉川弘文館、二○○○年（釦）天皇と母の同輿に早くに注目したのは、野村育世「中世における天皇家」（「家族と女性の歴史」所収吉川弘文館、一九八九
年）、同「王権の中の女性」（「中世を考える家族と女性」所収吉川弘文館、一九九二年）である。その後、多くの研究者が言及するようになったが、拙稿「「都市王権」の成立と展開」（別冊「歴史学研究」七八 号、二○○二年） も王椛の問題と
（別）大胆な想定が許されるなら、次のように考えられる。
して扱っている。 Ａｍ１）伴善男Ｂ》ｌ）伴善男Ｃ》ｌ）伴善男Ｄ”１）源信Ｅ”ｌ）源信Ｆ函１）藤原基経Ｇ卵１）藤原良相Ｈ“ｌ）藤原良房
２）伴善男２）藤原基経２）藤原良相２）源信２）源信２）藤原基経２）源信２）藤原良房
３）藤原良房３）藤原良房３）藤原良房３）伴善男３）藤原良房３）藤原良房３）藤原良房３）伴蕃男
↑福井利吉郎・上野直昭・五味文彦↑上野憲示・山根有三・若杉準治・黒田日出男↑黒田泰三・高畑勲↑桜井清香・藤田経世↑小松茂美・松尾剛次↑田中豊蔵・鈴木敬三 田中一松・奥平英雄・小峰和明↑竹村信治↑源豊宗
37
（艶）妻后から母后への質的重点の変化は、すでに西野悠紀子前掲注（鈍）論文や服藤早苗前掲注（弘）論文などでも指摘されてい
るが、応天門の変がその大きな画期になったことをここでは積極的に評価したい。
（銘）廟堂の構成変化は以下のとおりである。
権大納言 太政大臣左大臣右大臣大納言
藤原良房源信藤原良相平高棟伴善男×藤原氏宗
’（事実上閉門、翌々年死没）（左大将を辞職、翌年死没）（翌年死没）（配流）（右大将から左大将に昇進、翌 大納言へ
、
■■■■■■■■■■■I■■■
グ <－う
38
藤原明子（皇太后）藤原良房（太政大臣・明子・高子の父・満和外祖父）藤原高子（清和女御）藤原基経（参議・高子の実兄）藤原順子（太皇太后）伴善男（太皇太后宮大夫・大納言）
藤原良相（右大臣・文徳女御多賀幾子の父・清和女御多美子の父）
清和天皇
源信（左大臣・嵯峨源氏）
応天門の変と「伴大納言絵巻」 ～記録と記憶の間～ ’
なお、このとき入内した高子がのちの陽成天皇を生むことになる。
中納言源融
藤原基経（参議から七人超）
１１１
I 1
1
”
’
